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研究成果の概要（和文）：重度・重複障害児を対象として、共同注意関連行動を手がかりに、発達評価とその発達支援
の要因を検討し、学習到達度チェックリストの活用を行った。２歳程度及び２歳以下の発達を評価する項目を整理し、
３事例の重度・重複障害児の発達評価を行い、評価項目の改訂を行った。また、根拠となる行動と次の指導の目標設定
を整理した。さらに発達の経路を検討した。１年間の発達評価や行動特性を検討し、この経過について実態把握、目標
設定、指導及び指導の評価に関する事例検討を行い、学会で発表し報告書としてまとめた。

研究成果の概要（英文）：This study was to investigate features of development with Joint Attention for chi
ldren with multiple and profound disabilities.  The Checklist based on behavior with Joint Attention was u
sed to assess developmental condition for these children.  Five teachers in special schools for children w
ith multiple and profound disabilities was asked to use this checklist and get information of behaviors. T
he description of behavior and next target setting were examined. In addition, the pathway of early develo
pment of infant was discussed. The lessons for children with multiple and profound disabilities in schools
 were examined and developmental changes and features of Joint Attention behavior were discussed. 
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１．研究開始当初の背景 

新しい教育施策の展開により「特別支援
教育」が重視されるようになってきた。し
かし、広汎性発達障害に比べると重度・重
複障害のある子どもへの対応は遅れてい
る。 

 
（１）共同注意の研究 

共同注意（joint attention）とは、共
同注視を手がかりに、他者と関心を共有す
る事物や話題へ、注意を向けるように行動
を 調 整 す る 能 力 で あ る （ Scaife & 
Bruner,1975）。共同注意は、生後 9か月頃
から芽生え始め、14 か月頃に安定する。そ
して、この能力は、その後の言語発達、社
会性の発達など、より高次の社会的認知発
達において重要な役割を果たすものであ
る（Bruner,1995）。 
この共同注意の研究は、1970 年後半の先

駆的な研究以来、急速に展開してきた。
Butterworth(1991)の指さし行動の分析な
どがあげられ、我が国では木下（2008）等
の理論的及び実験的な研究が中心である。
共同注意は人間関係の形成において重要
な発達現象であるものの、発達支援につな
がる臨床的、実践的な研究は少ない。 

（２）障害のある子どもの共同注意 
コミュニケーション行動としての共同

注意を取り上げた実践的研究には、長崎
（1996）等の研究がある。また、近年では
広汎性発達障害児を対象とした研究が増
加してきている。なお、Ohgami (1998)ら
のグループは、乳幼児の共同注意関連行動
の発達的変化と障害の早期スクリーニン
グ法や発達援助の評価に取り組んでいる。 
このような視点から研究として徳永

（2006）は、「学習到達度チェックリスト」
（徳永,2010 改訂）を開発し、臨床的に活
用している。発達支援の成果を、このチェ
ックリストで確認する研究が展開されて
いる（古山,2010 等）。 
なお、学習到達度チェックリストの核と

なる部分は、共同注意が形成される 1歳半
までの発達について注意行動等を手がか
りに 6段階としてとらえて、「聞くこと（外
界の受け止め）」「話すこと（表現･要求）」
「読むこと（見ること）」等で、行動項目
を整理したものである。 
 
 
 

２．研究の目的 
 本研究においては、具体的に以下の３点
について明らかとする。 
（１）重度・重複障害児の発達評価とその
妥当性の検討  
 日常場面での共同注意関連行動等を手
がかりに「学習到達度チェックリスト」に
よってその発達の様相を評価する。「学習
到達度チェックリスト」の発達評価の結果
について、子どもの行動を分析し、発達評
価の妥当性を検証する。重複障害児の発達
段階ごとの行動特性を明らかとする。発達
の程度によって、共同注視や応答的共同注
意、始発的共同注意の成立パターンが異な
ると予測される。 
（２）支援者の働きかけの違いに応じる行
動分析 
相互交渉場面における支援者の異なる

働きかけ（常田,2007 を参考）に応答する
行動について、子どもの注視行動、共同注
視や共同注意の成立、やりとり行動を分析
し、発達段階に対応した行動を明らかとす
る。そして、子どもの発達段階に対応した
支援行動のモデルを開発する。乳幼児と比
較して、重複障害に伴う支援要因の有無を
検討する。 

（３）共同注意関連行動を手がかりとした
「学習到達度チェックリスト」の活用 
 重度・重複障害児の実態把握、目標設定
に「学習到達度チェックリスト」を活用し、
その効果や課題について検討する。 
 
３．研究の方法 
共同注意関連行動を手がかりとした重

度・重複障害児の発達評価項目の検討と適用 
（１）重度・重複障害児の発達評価項目の整
理 
 「対象への注意」から「注意の共有」まで
の共同注意関連の 30 項目からなる行動評価
の改訂版（大神 2001）を基礎としながら、
遠城寺式乳幼児分析的発達検査と新版K式発
達検査の項目を参考に、1 歳程度及び 1 歳以
下の発達を評価する項目を整理する。 
（２）発達評価の項目の妥当性の検討 
 重度・重複障害児が教育を受けている特別
支援学校（肢体不自由）で、重複障害の指導
を担当している教諭３名に、この発達評価の
項目により、重複障害児の実態把握を試みて
もらい、項目ごとの行動記録をまとめる。 
 その際に、実態把握の実際を踏まえて、発
達評価の項目ごとの課題等について意見を
もらい、改善のための基本情報とする。 



 

 

（３）重度・重複障害児の指導場面における
発達評価の実施 
 上記の発達評価項目にもとづき、重度・重
複障害児の授業場面の活動から、その発達段
階や行動特性を検討する。 
 
４．研究成果 
（１）重度・重複障害児の発達評価項目の整
理 
 別紙（添付ファイル）に示すように、学習
到達度チェックリストを改訂した。 
（２）発達評価の項目の妥当性の検討 
 実態把握、目標設定について実施し、項目
の検討を行った。 
 具体的な事例 

① 対象 
対象生徒はＡ特別支援学校小学部３年の

肢体不自由・知的障害の女子生徒（以下，Ａ）
であった。 
Ａの指導を担当する学級担任や自立活動

担当、学学習支援員などでチェックリストに
ある各セルの行動項目を手がかりにＡの行
動について検討した。 

 
② 個別の指導計画 
個別の指導計画でのＡの実態は、１）運

動・動作面は、介助があれば座位姿勢の保持
できるが、身体の反り返りや上下肢を伸展・
内旋する緊張が強い状況であった。２）コミ
ュニケーション面では、名前を呼ばれると気
づく（表現、要求：スコア４相当）、相手を
見ること（見ること：スコア２相当）がみら
れた。３）身近な人（担任や母親等）に表情
や口を動かして伝えようとする（見ること：
スコア４相当）。４）身振りや音声模倣はな
いが、発声は「あー、うー」などの発声をし
たり（表現、要求：スコア４相当）、親しい
人の声と他者の声を聞き分けたりすること
（受け止め、反応：スコア４相当）ができた。 

③ スコアの根拠となる行動について 
表２「根拠となる行動」では、チェックリ

ストによる実態把握として○や△、〼などと
判断をした行動項目を手がかりに、学校生活
全体の中で観察された具体的な行動を記入
した。 

④ 「次の目標となる行動シート」 
ここでは、スコアにチェックをした行動項

目を踏まえ、次の目標となる行動を行動項目
から選択した。チェックリストにある行動項
目に○や△で選択をした中から、○をチェッ
クしたスコアの一つ上の目標にする「上への
広がり」か、○や△にチェックした行動項目
を重点として行う「横への広がり」とするか、
複数の関係教員で検討した。 
⑤ 「指導内容・方法シート」について 

 チェックリストで実態を把握し、「根拠と
なる行動シート」（Ａの具体的な行動を記入）、
「次の目標となる行動シート」を作成すると、
今度は「指導内容・方法シート」を作成した。 
⑥ 学習到達度チェックリストでの評価 

「朝の会」や「個別の学習」における指導、
さらには「自立活動」における運動・動作の
指導を４月、５月、６月と積み重ねた。図１
にこれらの実践によるチェックリストでみ
た変化を示した。 
 

 
        （研究協力者 古山 勝） 
 
（３）発達の経路の検討 
チェックリスト内の個々の行動の有無が

授業づくりの基礎資料となるが、それを手掛
かりとして子どもの発達の様相を浮かび上
がらせ、今後の指導のあり方を見いだすプロ

 

 

 



 

 

セスが、チェックリストによる実態把握と目
標設定である。そして、その中心的な役割を
担っているのが段階意義である。 

① チェックリストを活用する際の問題点 
 チェックリストが、その本来の目的から逸
れて、安易な指導マニュアルとして使用され
ることになりかねない。その結果、子どもの
実態を的確に把握してそれに見合った適切
な指導を案出する教師の専門性が十分に発
揮されないまま、授業が実践されるといった
事態が十分に想定される。そこで、こうした
問題点を考慮して、段階意義を踏まえながら
授業づくりができるように考案されたのが、
段階意義の系統図（田中、2013）である。 

② 段階意義の系統図の概要 
 段階意義の系統図は、各段階意義がどのよ
うな発達の系統に含まれるのか、またチェッ
クリスト内の個々の行動がどの段階意義と
対応するのかを図示化したものである。チェ
ックリストは障害が重度で重複している子
どもの指導を念頭に置いて開発されたこと
を反映して、系統図はスコア 1からスコア１
８までの各段階意義がどのような発達の側
面を構成するのかを表す概念図となってい
る（図２）。この図から、チェックリストが
大別して４つの発達の側面から構成される
ことがわかる（点線の円で囲まれた部分）。
発達初期には、他者を含めた外界への注意の
焦点化や持続、追従といった〈注意の制御〉
の側面が子どもの発達の主要な部分となり、
これが他の発達の側面の基盤となる。障害が
重度で重複している子どもでは、この側面が
指導の対象となることが多い。〈社会性・コ
ミュニケーション行動〉は、スコア２の「自
発運動」から分化した「発声」と、「外界の
探索と注意の焦点化」から分化した「他者へ
の注意と反応」が起点となり、その後、発語、
社会的行動、言語理解の三つの系統へと枝分
かれする。〈物の理解と操作〉は、スコア２
の「自発運動」及び「外界の探索と注意の焦 
点化」からそれぞれ分化した「物の単純な操
作」と「注意の持続」を起点とする系統が対
になって発達する側面である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最後の〈自体の操作〉は、「自発運動」か
ら分化して「姿勢の保持」や「移動」といっ
た粗大運動の系統となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ チェックリストの行動項目と段階意義

との対応関係 
 図３は、国語の教科の４観点の１つ、「聞
く」の前段階とされる［受け止め・対応］の
各行動項目がどの段階意義の代表となる行
動であるのかを示している。この図で、左側
の行動項目欄のアルファベット記号が、右側
の系統図の同一スコア内の同一記号と対応
している。例えば、スコア１にある「大きな
音にびっくりする」の行動項目は、同一スコ
アの段階意義の「反射的反応」の代表となる
行動である。こうした行動項目と段階意義と
の対応関係を視覚提示することで、各行動項
目がどの段階意義と対応するのか、またどの
発達の側面や系統に含まれるのかを理解す
るのが容易になる。また、教科やその観点を
発達の側面から捉え直すこともでき、例えば
この図から、［受け止め・対応］の観点が〈注
意の制御〉の発達を基盤として主に言語理解
の系統に沿って育まれることがわかる。 

（研究協力者 田中信利） 
 
（４）チェックリストの課題 
 このチェックリストそのもの、また活用し
た授業づくりについては実践を重ねながら
改善が求められる。今の時点で大きな課題と
しては、どのような点があげられるだろうか。 
 第１に、チェックリストはね重度・重複し
た障害の子どもを中心に検討してきた経緯
もあって、スコア１８までの内容は詳細にな
っているものの、それ以降の段階の検討がま
だである。知的障害の子どもを対象とするに
は、スコア２４からスコア７２までの段階・
意義の整理と行動項目の検討が必要になっ
ている。 
 第２に、チェックリストの行動項目は、定
型発達を踏まえた行動を基本としている。障
害がある場合には見ることや聞くこと、手の
操作が困難な場合も多い。この際には「代替

 

 



 

 

行動」を検討することになっているが、この
代替行動の検討は授業実践者に任せている
状況である。例えば、見ることが困難な場合
の外界の探索や理解を示す行動の整理など
が課題となっている。 
 第３に、音楽や図工などの他の教科の可能
性を探ると共に、段階・意義を踏まえて、代
表となる行動項目を再検討する必要がある。
代表となる行動として示しているが、その妥
当性をさらに吟味していく必要がある。 
              （徳永 豊） 
 
（５）主な発表論文等 
 
〔雑誌論文〕（計２件） 
１．徳永豊 
他者との出会いにより促される人間関係の
構築 
肢体不自由教育 
日本肢体不自由教育研究会 
212 号 4-9 2013 査読無 
２．徳永豊 
学びの段階に合わせた目標設定で授業をデ
ザインする  
実践障害児教育  
学研教育出版 
407 号 34-39 2012 査読無 
 
〔学会発表〕（計５件） 
１．徳永豊、古山勝、吉川知夫、一木薫、田
中信利 
「学習到達度チェックリスト」における発達
段階の意義からみた「みる力」「きく力」 
日本特殊教育学会第 50 回大会 筑波 2012
年 9月 21 日 
２．古山勝、徳永豊、吉川知夫、一木薫、田
中信利 
「学習到達度チェックリスト」を活用した重
複障害のある子どもの授業づくり～子ども
の学びを支える授業改善～ 
日本特殊教育学会第 50 回大会 筑波 2012
年 9月 21 日 
３．徳永豊、古山勝、吉川知夫、一木薫、田
中信利 
重度・重複障害の子どものための目標設定と
学習評価―イギリスにおける取組と「学習到
達度チェックリスト」に期待されるもの― 
日本特殊教育学会第 49 回大会 弘前 2011
年 9月 20 日 
４．古山勝、徳永豊、吉川知夫、一木薫 
重複障害児における姿勢・運動発達が引き起
こす社会性の発達的関連―目標設定におけ
る学習到達度チェックリストの活用― 
日本特殊教育学会第 49 回大会 弘前 2011
年 9月 20 日 
５．吉川知夫、徳永豊 
重度・重複障害児との相互交渉における注意

の共有と大人の支持的行動─絵本読み場面
における視線行動の分析から─ 
日本特殊教育学会第 49 回大会 弘前 2011
年 9月 20 日 
 
〔図書〕（計 1件） 
１．徳永豊 
肢体不自由児の教育 
ＮＨＫ出版 
2014、総ページ数 208 
肢体不自由児の心理１―発達を中心に―
（66-79） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0件） 
○取得状況（計 0件） 
〔その他〕 
ホームページ等 
関連する報告書 
http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kan
kobutsu/pub_f/F-138.html 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
徳永 豊（TOKUNAGA Yutaka） 
福岡大学・人文学部・教授 
研究者番号：30217492  

(2)研究分担者 なし 
(3)連携研究者 なし 
 
 
 


